
山口県の道路整備施策体系

山口県では、平成１０年に県政運営の指針として「やまぐち未来デザイン２１」を策定しており、この中で道路整備の長期計画

として「ジョイフルロード構想」を掲げ、道路整備の指針としています。

また、実行計画を策定し、ジョイフルロード構想の実現に向けて計画的な道路整備を進めています。

【山口県の将来ビジョン】 やまぐち未来デザイン２１

※６次にわたる実行計画のもと計画的に諸施策を推進

■策定年月：平成10年2月

■計画期間：平成10年（１９９８年）～平成24年（2012年）

■基本目標：21世紀に自活できるたくましい山口県の創造

【第６次実行計画】

住み良さ日本一元気県づくり加速化プラン
【第１次～第５次実行計画】H10 H20 H24

【道路整備の将来ビジョン】 ジョイフルロード構想

山口県広域道路整備基本計画

地域高規格道路

地域高規格道路は、自動

車専用道路または、それと

同程度の機能を有する質

の高い道路と位置づけられ

ており、広域道路（交流促

進型）の中から選定される。

高規格幹線道路

広域道路

（交流促進型）

広域道路

（地域形成型）

広域道路（交流促進型）と地域高規格道路の関係□山口県広域道路網マスタープラン

高規格幹線道路と広域道路（国道、主要

な県道）で構成しており、このうち広域道路は

交流促進型と地域形成型に区分されます。

地域高規格道路は交流促進型から選定

されます。

経緯

平成５年１２月２４日 第１回目策定

平成１０年６月１６日 第２回目策定（見直し）

広域道路整備基本計画は、広域的な交流の促進や地域間の連結強化を図るため、高規格幹線道路の整備とあわせ、地域

高規格道路網やこれらと一体的に機能する広域的な幹線道路網の整備を計画的に進めるため策定する幹線道路網計画です

「広域道路整備の基本方針」と概ね３０年後の将来ネットワークを表現した「広域道路網マスタープラン」で構成されています。

■策定年月：平成10年7月

■計画期間：平成10年（１９９８年）～平成24年（2012年）

■取組目標：地域間の移動時間の短縮（ジョイフルドライブ）と快適な歩行空間の形成（ジョイフルウォーク）

ジョイフルドライブ（Ｊoyful Ｄrive） ジョイフルウォーク（Ｊoyful Walk）

※構想実現に向けて実行計画を策定し、計画的に様々な道路施策を推進

ジョイロードプラン（第１次） ジョイロードプラン（第２次） 新しい道路整備計画（策定中） H24以降H20H10

■国土形成計画 ・・・・・・長期的な国土づくりの指針

国土形成計画（全国計画） 中国圏広域地方計画

■社会資本整備重点計画 ・・・・・・道路や河川等の社会資本整備を重点的・効率的に推進するための計画

社会資本整備重点計画（全国計画）
中国ブロックの社会資本整備重点方針

【詳細版：みらいビジョン中国２１】
反映

■道路の中期計画 道路整備における選択と集中 基本的な方向性や重点施策等を示 た計画

車の両輪として機能

反映

【参考】全国及び地方ブロックの道路に関する諸計画

重要港湾
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30分
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■道路の中期計画 ・・・・・道路整備における選択と集中の基本的な方向性や重点施策等を示した計画

道路の中期計画（全国計画） 道路の中期計画（中国地方版）

社会資本整備重点計画に

おける道路整備の詳細版
として位置づけ（一体化）

・・・・・・・

反映


